






























検証しながら、川端のこの一貫した創作原理 しての往還運動 確認される。 第三章 「 「弱き器」 論」と第四章「川端康成全集未収録作品「夢四年」論」では、初出では「夢四年」の題名のもと 番号をふされた四つの章のひとつとして発表されたこ作品が、川端の最初の短編集『感情装飾』に独立した掌編小説として題名をつけて発表されるその改作過程、創作のプロセス 解明が確かな手続き















において、そこで演じられ 能楽が「二人静」で、これが江口と関係を結んだ母照子とその娘菊子の舞として神話化される点、また異な 芸術ジャンルであるオペラ化に際しては その劇場空間を江口老人の五感に満ちた世界に変質させたいとする演出家ギー・カシアス氏の意図を 化研究の地平から明らかにしている。　
この第Ⅲ部では本書の表題ともなっているアダ










者が専心してきた川端の舞踊論が展開される。川端が昭和初期に浅草のカジノ・フォーリーなどのレヴュー通いをしたことはよく知られているが、その関心はレヴューから芸術舞踊へと移行し、多くの随筆や評論、小説に反映されることになる。これら舞踊作品に関する研究 著者は体系的 取り組み、それが川端の全創作の中でどのような位置を占めているのか、そ 系譜と意義、後期に途絶える理由を第九章「 「舞姫」論」 、第一〇章「川端康成における舞踊作品の系譜」 、第一一章「 「禽獣」論」で明らかにしている。 は当初舞踊を身体運動の芸術として高く評価し、カジノ・フォーリーで踊る梅園龍子という少女に 才能を認め、レヴューから西洋舞踊へと指導す だが、次第に日本における西洋舞踊のあり方に批判を抱くようになる。川端の舞踊観とは「母性、倫理観など人格的な成熟はむしろ 家 しては障害であって排除すべきものであり、肉体そのものの芸術こそが舞踊」であり 舞台は理想との一体化が実現する場、現実とは別次元の幻影という理解至る。これが昭和一〇年から発表 はじま 「雪国」の島村に反映されることにも触れながら 第一一章「 「禽獣」論」において 、従来人間と禽獣を等価視する〈彼〉の〈非情〉に着目す 解釈
